
ISO26000 の実務への活かし方を徹底解説！

■セミナー内容・日時：
【実践編】 ISO26000の知識習得、実践フレームワーク習得

2011年 8月 29日（月）
13：30～17：30 （開場13：00）

【応用編】ISO26000の設問ローカライズ、個別課題解決の習得
2011年 9月 1日（木）

13：30～17：30 （開場13：00）
※各回のテーマは変更となる場合があります

■会場：TKP赤坂ビオトープ会議室
東京都港区赤坂1-7-1 赤坂榎坂森ビル 10F
東京メトロ銀座線・南北線「溜池山王」徒歩3分
東京メトロ千代田線・丸ノ内線「国会議事堂前」徒歩10分

■参加費：お一人様35,000円（税別）/1回
実践編・応用編の両方を一括でお申込みの場合、

お一人様60,000円（税別）/2回

■申込み方法：裏面の申込書にご記入のうえFAXをお送り

いただくか、必要事項をご記入のうえメールにて
お申込みください。
受付完了後、弊社よりご連絡いたします。

トップ企業が実践するISO26000の
最新活用事例をあますところなく解説
グローバルな事業展開を行っている
企業には必修のセミナーを開催します

ISO26000は昨年11月に発行されたCSR（SR)国際規格です。難解な内容や分量の多さに、この国
際規格をいかに経営に取り入れ、自社のCSRを高度化するか、という点に、多くの企業が悩んでお
りました。クレイグ・コンサルティングでは、日本のトップ企業を対象に、CSR・ISO26000を経
営に取り入れるご支援を多数行ってまいりました。本セミナーでは、これまで弊社がご支援してき
た具体的な実践方法・フレームワークをご紹介し、活用事例、ワークショップを通じて、ご参加企
業の皆様にISO26000の具体的活用方法を習得していただきます。
CSRの一般的知識をすでにお持ちの方で、ISO26000を徹底理解されたい方、活用法を学ばれたい
方はぜひご参加ください。

詳しくは裏面をご覧ください

ISO26000 実践･活用セミナー
実践編 限定30名様

（先着）

応用編 限定30名様
（先着）



お申込・お問合せ先： ㈱クレイグ・コンサルティング CSRセミナー事務局

TEL： ０３－３５６０－２２３０ E-mail :ykatsumata@craig.co.jp

送信先FAX番号 ０３－６２７６－８６６８

= = = = = = = = = = = = = = = セミナー参加申込書 = = = = = = = = = = = = = = = 

※1枚につき1名様でご記入ください。 複数名様でお申込みの場合は、メールでお申し込みいただくか、
ご面倒ですが本紙をコピーの上、各々お申し込みください。

参加希望
【実践編】 【応用編】

8月29日(月)13：30～17：30 9月1日(木)13：30～17：30
※ご参加をご希望の回に○をお付けください

貴社名 ご氏名

ご部署名 お役職

所在地 〒 －

電話番号 E-mail

【講師紹介】

小河光生（おがわみつお）

早稲田大学卒業後、大手自動車関連メーカーを経て、ピッツバーグ大学経営学修士

（MBA）取得。三和総合研究所、PwCコンサルティングに在籍し、2004年に独立。

株式会社クレイグ・コンサルティングを設立し、CSRコンサルティングのほか、

経営戦略、M&A、事業再生、人事コンサルティングなどを手がける。

著書に「ISO26000で経営はこう変わる」「CSR 企業価値をどう高めるか」

（ともに日本経済新聞社）など。

【実践編】 ISO26000の知識習得、実践フレームワーク習得（予定）

８月29日(月) 13：30～17：30

【応用編】 ISO26000の設問ローカライズ、個別課題対応のポイント（予定）

9月1日(木) 13：30～17：30

ISO26000の基本的内容、特徴を理解します。7つの中核主題をベースとした弊社オリジナル
チェックシートを活用し課題抽出の演習を実施、フレームワークの活用手法を習得します。

・ ISO26000を経営に活かすには？/ISO26000に取り組む意義
・ ７つの中核主題で気をつけるべきポイント（事例紹介）
・ オリジナルチェックシートによるCSR活動の棚卸し/活用手法/活用事例 （演習）

ISO26000のオリジナルチェックシートを活用して、難解なISOの文章を自社向けにローカラ
イズし、社内で活用しやすくする手法を学びます。さらに日本企業が弱いとされる「人権・労
働慣行」「マテリアリティ実践」についてグローバル動向や事例を解説、グローバルレベルで
求められるCSRを理解していただき、実務で活用するためのポイントを解説します。

・ 事例解説：ISO26000「関連する行動および期待」の自社向けローカライズ
・ 人権：ラギーレポート・OECD多国籍企業ガイドラインを参照した人権マネジメント
・ マテリアリティ：CSR先進企業から学ぶ“マテリアリティ”


